
第 1回セミナー開催報告： 

『これからの住まいは住宅改修？住み替え？どっちがいいの？』 

 

新終活セミナーの第 1回は、2016年 10月 18日（火）10:00～12:00、

東京都多摩市の関戸公民館で開催されました。初回でもあり、参加

者は 7人とこじんまりした集まりになったおかげで、いわばタップ

リ参加型の集いになりました。 

 

講師は高齢者住宅情報センター 東京センター長の久須美則子。久

須美のセミナーは一方通行の講演という形ではなく、参加者それぞ

れに状況や思いを語っていただき、それを題材にしながらみ

んなで考えていきます。つまり講師というより、コーディネー

ターと呼んだほうが分かりやすいかもしれません。今回の会

も、「何を期待してここにお越しいただいたか、自己紹介とし

ておっしゃってください」と、参加者に順に発言を求める久須

美式のリードから始まりました。 

 

「何か考えなくちゃいけないのだろうと

思うのですが、具体的に何を考えればよい

のか、その参考にしたいと思います」「今

はマンションで 90歳代の母と夫婦の 3人

住まいだが、今後、自分に合った住み方、

生き方ができる高齢者住宅の選び方を考

えて方向付けしたい」「昨年まで働いてい

て地域のことが分からなかったのだが、高

齢化が進んでいるという多摩市の現実を

知りたくて」「高齢者用に手すりなども付

けられている団地に居てこのまま住み続

けることもできるが、耳が遠くなった連れ

合いが病気になったりして、移り住むこと

を考え始めて・・・」「親が亡くなって実

家が空き家になった。それを建て替えて住

もうかと思ったりしている。でもあるセミ

ナーで、自分がどう生きていくかを考える
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ことが重要と気付かされた。そうい

うことを考える参考にしたい」「以前

から考えていたのだが踏み切れずに

子どもがいなくなった広いマンショ

ンに夫婦で暮らしている。関心が

転々と変わる連れ合いの思い付きに

引きずられないように、理論武装し

たい」など、当然ながら状況はそれぞ

れです。 

 

久須美はパワーポイントで観点を整理しながら参加者それぞれの状況に応じた話も挟み、

最後に「住宅改修か住み替えかの結論を出す前に必要なこと」を整理しました。 

 

「自宅改修のノウハウなど、もっと具体的な

実例の話を聞きたかった」というお叱りもい

ただきましたが、「いろいろなことを想定する

ことができ、参考になりました。また、参加者

の方々の考え方を知ることができ、同様に勉

強になりました」「今回のテーマは私にはまだ

少し早い内容でしたが、長い目で見て参考に

なりました。参加型の構成もよかったと思い

ます」といった感想もいただいて、第 1回目の

新終活セミナーは終了しました。 

 

 

 


